
【初年度実証成果】 （株）白銀カルチャー
（新潟県新潟市）

実証課題名︓⼤規模⽔⽥輪作（⽔稲・⼤⾖）における園芸作物（枝⾖）導⼊に向けたスマート農業⼀貫体系の実証
経 営 概 要︓85.8ｈａ（うち、⽔稲31.9ｈａ、⼤⾖41.4ｈａ、⼤⻨8.0ｈａ、枝⾖3.3ｈａ（枝⾖後0.3ｈａカリフラ
ワー）、さといも0.5ｈａ、その他0.7ｈａ） うち実証⾯積︓⽔稲２８ｈａ、⼤⾖３９ｈａ、枝⾖６ｈａ

１ 初年度の実証成果の概要
〇 ⾃動操舵システム、⾃動運転トラクタ、⽔管理システム、農薬散布ドローン等を導⼊することで、⽔稲・⼤⾖の作業時間が削減
でき、枝⾖の作付け⾯積を＋６２％拡⼤することができた。

〇 夏季無降⾬・⾼温時に遠隔操作型⾃動給⽔栓による夜間灌漑を実施することで、ほ場の⽔温を下げることができ、⽔稲の品質
向上（こしいぶき全量１等）に繋がった。

〇 ドローンによるリモートセンシングや⾷味・収量メッシュマップ機能付きコンバインにより、ほ場内の⽣育ムラや収量のバラツキを⾒える
化でき、次年度の施肥設計に役⽴てることができた。

２ 導⼊技術の効果

３ 今後の課題・展望
○ ⾃動運転トラクタはリモコンの電波到達距離が最⻑150mである事が分かり、⼤規模ほ場において監視者が乗る有⼈トラクタと
の同時作業で活⽤する際は、ほ場条件（広さ等）をよく検討する必要がある。
○ 令和２年度は簡易気象計を設置し、⾵速、気温、⽇射量、⾬量を計測することで、ドローンの⾶⾏計画策定に役⽴てる。
○ ドローンによる農薬散布は当初、防除のみの予定であったが、令和２年度は追肥も⾏い、その効果を検証する。
○ 令和元年度の⽣育ムラ、収量のバラツキ、倒伏状況等のデータを参考に基肥設計を⾏い、可変施肥を実施する。

問い合わせ先 新潟市農林政策課（Email︓nosei@city.niigata.lg.jp）

導⼊技術 ①⾃動操舵システム、②ＧＰＳガイダンスシステム、③⾃動運転トラクタ、④リモートセンシング
⑤⽔管理システム、⑥農薬散布ドローン、⑦⾷味・収量コンバイン、⑧可変施肥ブロードキャスタ

⾃動操舵システム GPSガイダンスシステム

農薬散布ドローン
 給⽔栓の開閉を⾃動給⽔装置により遠隔または⾃動で操作する

ことにより、⽔管理⽇数を削減できた。
また、⽔⽥センサで⽔位・⽔温のデータを蓄積することができた。

 代かきでの⾃動操舵利⽤は、⾮熟練者でも重複幅15cmで、
かき残しのない⾼精度な作業が可能となった。また、重複幅が
⼩さくなることで⼯程数が減り、作業時間を削減できた。

⽬標 ⽔稲の労働時間削減、⼤⾖の労働時間削減、枝⾖の作付⾯積及び売上⾼の増加

スマート農業実証
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⽔管理システム

 作業幅の広い資材散布や防除作業では、⾃動操舵システム程の
精度を必要としないため、GPSガイダンスを活⽤し、散布残しのない
作業が可能となった。

 ドローンによる農薬散布（防除）を実施し、⾯積あたりの作業時
間では従来のブームスプレーヤ（管理機）の半分程度にできた。
また、専⽤肥料を⽤いることで肥料散布（追肥）が可能であるこ
とを確認した。

⾃動運転コンバイン
 令和元年度は⾃動運転コンバインの発売時期が遅れ、⽔稲

収穫に納⼊が間に合わなかったため、デモ機を使った報道
向けのデモンストレーションを実施した。

⾷味・収量コンバイン
 ⾷味・収量メッシュマップ機能付きコンバインで収穫することで、ほ場

ごとの収量やほ場内のバラツキを⾒える化することができた。

⾃動運転トラクタ リモートセンシング
 乾⽥直播の事前整地作業では有⼈トラクタ２台と⾃動運転トラク

タ１台との同時作業を実施することで、オペレーター２⼈でトラクタ３
台分の作業が可能となった。

 ドローンによるリモートセンシングを実施することで、幼穂形成期、出
穂期、収穫期の⽣育ムラを確認することができた。
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